
 

 

 

 

 

１．研究の背景と目的  

 近年では駅においても、利用者にとって使いやす

い快適な環境が求められている。首都圏における朝

夕ピーク時のホームでは非常に多くの流動が発生し、

混雑している。 

 本研究では、ホーム上の旅客流動が列車の着発に

より変化することを考慮したホーム幅員算定の方法

について考察を行った。 

２．ホーム幅員算定の考え方  

２－１．駅の立地と流動の特徴 

駅のホーム上の流動は駅の立地条件により分類さ

れると考えられる。駅の立地条件を 4 つに分類して

みると、下記のような特徴が見られる。 

A. 郊外の駅……朝ピークにおいては上りホームの

乗車客が主たる流動である。 

B. 都心の駅……朝ピークにおいては降車客が主た

る流動である。 

C. 都心付近の乗換駅……朝ピークにおいては乗車

流動・降車流動ともに多い。乗り換えにおいて、

降車流動のような突発的な流動が乗車方向にも

発生する。 

D. ターミナル駅……乗車降車方向とも絶え間なく

流動が発生する。 

２－２．乗車流動、降車流動の特徴 

乗車客、降車客のホームの使い方は異なる。乗車

の場合、ホーム上で列車を待つ。一方降車の場合、

列車の各扉から出口あるいは階段に向かう。そこで

当社ではホーム幅員を算定する場合において、１．

乗車が主な駅、２．降車が主な駅、３．乗降ともに

多い駅、の３パターンに分類して考えている。 

２－３．乗車流動が主である駅のホーム幅員の考え方 

 乗車流動が主である駅のホーム幅員は乗車待ちの

隊列がもっとも長い場所で、その隊列の長さにより

決定される。そのため、ホーム幅員算出根拠となる

ものはピーク乗車人員、列車本数、列車ドア数、１ 
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ドアあたりの隊列数、乗車待ち密度である。 

２－４．降車流動が主である駅のホーム幅員の考え方 

 降車流動が主である駅のホームでは、降車客がい

かに早くホームから離れるかが問題となるため、ホ

ーム幅員は階段幅員に依存する。そのため、運転間

隔、サービス水準の観点より望ましい降車客排出時

間を設定し、階段流動の密度・速度等から階段幅員

を算定する。算出根拠となるものはピーク降車人員、

列車本数、各扉からの降車客の分布である。 

２－５．乗降ともに多い駅でのホーム幅員の考え方 

 乗降ともに多いホームの場合、乗車客と降車客の

動線を分ける必要があり、ホーム上の流動が複雑で

あるため、各駅の実情を個別に検討し、ホーム幅員

を決定している。 

３．列車の着発を考慮したホーム幅員算定 

３－１．ホームの流動の時間的変化 

列車の着発を考慮すると、ホーム上の流動は図１

の①～④の状態を繰り返す。 

①乗車待ちの状態 

 
 

 

②列車到着時 

 
 

③乗降中 
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乗車客が扉口に隊列を作る 

隊列はホーム端から余裕を持っている 

乗車隊列は扉口にい集する 

階段前で滞留する 
乗車客が階段幅員

を支障 

ホーム端 扉口 



④乗降終了後 

 

 

 

 

 

【図 1】ホーム上の流動パターン 

 

３－２．ホーム幅員算定のポイント 

 今回①～④で仮定した旅客動線を考えた場合、ホ

ーム幅員算定のポイントとなるのは以下の 2 点であ

る。 

l 乗車客待ちの状態の時は乗車待ち隊列が階段幅

員を支障する場合がある。（①のとき） 

l 降車中の時は、降車客の利用できる階段幅員は

階段前の乗車待ち隊列によって変化する（③～

④のとき） 

４．階段の有効幅員と排出能力の考え方 

４－１．階段有効幅員の時間的変化 

 階段有効幅員は乗車客の隊列の状態によって変化

する。図１を参照しながら時系列的に追っていくと、

①列車待ちの状態では、階段前の乗車客の隊列が時

間とともに長くなっていくため、有効階段幅員は単

調減少すると考えられる。②列車が到着すると、乗

車客はホーム端ぎりぎりまで近づき、高い密度でい

集するため階段有効幅員が瞬間的に増加する。③扉

から降車客が降りきると、乗車客が列車に乗り込む

ため、乗車い集が階段部を支障している部分がなく

なるまで幅員が増加する。グラフで示すと図２のよ

うになる。 

４－２．階段の降車客排出能力の考え方 

 階段の排出能力とは、ある時間内にその階段を何

人通ることが出来るかということを基本とするもの

と考える。今回、階段幅員が時間的に変化すると考

えると、以下のように考えられる。 

 

 

 

 

 

 

よって、t秒間に階段を通過する人数は以下のように

表すことが出来る。 

 

 

ここで、Ｓというのは階段の有効幅員の時間的変化

を考慮に入れた降車客排出能力の指標となる。 

１面１線のホームの場合、Ｓは下図のようになる。 

 

 

事象 乗車待ち 列車到着 降車完了 
     

 
    

【図 2】階段の有効幅員と降車客排出能力 

 

４－３．ホーム幅員算定の考え方 

 ホーム幅員を検討する際には、次の２点に留意す

る必要があると考える。 

（１）乗車待ち時間（①の時）に起こる階段の有効

幅員の減少によって階段からの乗車方向の流動が阻

害されないかどうか（すなわち上図における  の

広さが乗車流動に対して十分か） 

（２）サービスとして望ましい設定時間内に降車客

を排出するだけのＳの大きさがあるかどうか 

５．まとめと今後の課題  

 本研究においては、ホーム幅員を算定するにあた

り、乗車待ち隊列によって階段の有効幅員が時間的

に変化することがポイントであることを定性的に論

じた。今後は、本論をもとにして定量的な分析をす

る必要があると考える。具体的には階段前の乗車待

ち隊列の長さの時間的変化を調査しＳの算定方法

（図２の a,b の傾きや c,d の長さを明らかにする）

を提案したいと考える。 
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